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ゃ
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け
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フ
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フ
ラ
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あ
じ
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ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
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リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

た
だ
い
ま

No.２１１

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や
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フ
ァ
リ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
ハ
ズ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

　

は
じ
め
ま
し
て
！
私
の
名
前

は
フ
ァ
リ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
ハ
ズ

で
す
。
皆
さ
ん
に
自
己
紹
介
で

き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
の
出
身
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
は
、
南
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る

美
し
い
国
で
、
豊
か
な
文
化
や

親
し
み
や
す
い
人
々
、
そ
し
て

美
し
い
自
然
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
は
、
緑
豊
か
な
丘
陵
と

ベ
ン
ガ
ル
湾
に
囲
ま
れ
た
、
国

の
主
要
な
港
町
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン

か
ら
来
ま
し
た
。
風
光
明
媚
な

美
し
さ
で
知
ら
れ
る
こ
の
町
に

は
、
息
を
の
む
よ
う
な
ビ
ー
チ
、

穏
や
か
な
丘
陵
地
帯
、
そ
し
て

世
界
中
の
観
光
客
を
魅
了
す
る

豊
か
な
文
化
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
高
知
工
科
大
学

の
大
学
院
で
、
博
士
号
取
得
を

目
指
し
て
お
り
、
導
体
材
料
と

薄
膜
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
技
術
を
専

門
に
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
日

本
を
留
学
先
に
選
ん
だ
理
由
は
、

先
端
技
術
と
伝
統
、
そ
し
て
革

新
が
調
和
し
て
い
る
点
に
、
ず

っ
と
魅
了
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

す
。
昨
年
の
４
月
に
来
日
し
て

以
来
、
日
本
の
人
々
の
温
か
さ

と
、
こ
の
美
し
い
国
の
豊
か
な

文
化
に
深
く
感
銘
を
受
け
て
い

ま
す
。
特
に
香
美
市
は
、
の
ど

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
雄
大

な
山
々
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
あ

り
、
そ
の
平
穏
な
雰
囲
気
が
学

業
生
活
に
素
晴
ら
し
い
バ
ラ
ン

ス
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

高
知
で
の
最
も
思
い
出
深
い

体
験
の
一
つ
は
、
大
学
主
催
の

バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
。
他
の
学

生
た
ち
と
一
緒
に
、
桂
浜
や
坂

本
龍
馬
記
念
館
を
訪
れ
、
瞑
想

を
体
験
す
る
機
会
も
あ
り
、
非

常
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
心
に

残
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

香
美
市
民
の
皆
さ
ん
、
温
か

い
お
も
て
な
し
と
親
切
に
、
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
は

こ
の
素
晴
ら
し
い
場
所
で
、
さ

ら
に
多
く
の
思
い
出
を
作
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

ご応募をおまち

しています

第４９回  物部神池村馬牧の説９回  物部神池村馬牧の説

８９７年（寛平九）醍醐天皇の御代、土佐沼山村

に馬牧を置く。「土佐幽考」安養寺禾麿著。この

記事で沼山とは、神池村の「女池」と「男池」を

指し、旧村名は沼山村と呼ぶ可能性が高い。土佐

国衙から東、阿波国へ出る通路に、沼山と呼べる

土地は、他に無いと思う。土佐国衙から都（奈

良）へ沼山村の馬牧を神池と仮定して話を進める。

谷垣守先生は、槇山郷ではないかと推定している。

　小規模ではあっても令制の駅家であれば、国司

の任命する駅監、駅舎、駅稲倉庫、駅馬五頭の厩、

宿泊棟などがあり、駅の運営用に田二町を駅子が

耕作、馳駅や飛駅など、至急便にも使われた。

９３１年（承平元）春、国司紀貫之は、式内社二

十一社参りの小松神社参りのため沼山村に宿泊し

たのではないか、国衙から８時間ほどの行程と言

われる。今の車社会では僻地だが、当時の国道や

県道が通っていたと考える。１１１５年（永久三）、

国司藤原有佐は、荒寺「神通寺」に残る梵鐘を都

に運ばせた。「朝野群載」算博士三善為康編。ま

た「坂迎え」という行事は、陸路で土佐に着任の

国司を坂の下で迎える。４年に一度、国衙の官人

めいけ おいけ

さきぶれ

えき

れい

い や だ に

がらん

えきし

や荘園の管理人、荘民が出迎えることをいう。下

の宿泊所兼宴会場で歓迎会を行うのを例とした。

さすれば、事前に着任日が知らされていた。この

便を「先触」という。朝廷からの命令や通知、国

衙からの報告文は多かったらしい。この便は「駅

鈴」という鳴物を持って通行した。駅鈴は、拳大

で１８６匁の仏前で鳴らすようなチーンと澄んだ音

がする。このように古い時代には、山腹を通り、

鞍部を越す道が主要道である。沼山は小さな町を

形成し、昼に京柱峠、祖谷谷に降りる。

　神池「神通寺」は、七堂伽藍の大寺で、本尊大

日如来坐像は藤原様式を示す。寺は、大きな集落

に建立されて近郷村人の心の拠り処である。多い

時には、３００名の僧を抱えたと言う。僧は山村の

知識人で、村民の子弟教育も行ったであろう。教

育棟を江戸期には「寺小屋」と言う。寺領は約３

００名を養う田畑があり、寺の建立運営には、有

力豪族の存在を思わせる。神池村から高板山-京柱

峠-祖谷-小島峠-穴吹川-吉野川へ往来も多く、宿場

村の役割も考えられる。寺の御本尊を拝みに来る

者、寺小屋には近郷豪族の子弟が学びに集まった

であろう。このように山間ではあるが、京から土

佐へ文化の入る道口に位置したと考えられる。Ｎ

ＨＫ大河ドラマ「光る君へ」が終了した。小さな

町も、あの映像とともに想起していただけると、

沼山村の活況も想像していただけると思う。

（香美市文化財保護審議会・岡村）

◆
か
み
る
ん
る
ん
vol.
２

　

山
田
高
校
生
が
、
地
元
の
活

性
化
を
目
的
に
一
か
ら
企
画
・

運
営
す
る
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト

「
か
み
る
ん
る
ん
」
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
！
今
回
は
中
央

公
民
館
を
会
場
に
、
バ
ン
ド
や

ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
弾
き
語
り
や

ビ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
、
皆
さ

ん
が
楽
し
め
る
企
画
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
！

【
日
時
】
２
月
９
日
（
日
）　

13
時
20
分
～
15
時
15
分
予
定

【
場
所
】
香
美
市
中
央
公
民
館

【
入
場
料
】※

小
学
生
以
下
は
無
料

香
美
市
在
住
の
方
＝
５
０
０
円

市
外
在
住
の
方
＝
１
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

か
み
る
ん
る
ん
実
行
委
員
会

kam
irunrun23

@
gm

ail.com

掲　

示　

板

◆
快
挙
！
鏡
野
道
場

11
月
４
日
に
高
知
県
下
小
学

生
秋
季
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、

香
美
市
か
ら
鏡
野
道
場
が
出
場

し
ま
し
た
。
結
果
は
低
学
年
の

部
で
優
勝
、
高
学
年
の
部
で
ベ

ス
ト
８
に
入
賞
し
ま
し
た
。
香

美
市
の
チ
ー
ム
が
優
勝
す
る
の

は
数
十
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

★
低
学
年
の
部　

優
勝

監
督
・
今
久
保
幸
臣
／
先
鋒
・
武

村
大
輝
／
次
鋒
・
岡
林
る
な
／

中
堅
・
尾
﨑
葉
月
／
副
将
・
三
原

穂
椛
／
大
将
・
岡
本
初
音

３１ Kami
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第第 １７７１７７回回　かみかみクイズクイズ　第１７７回 かみかみクイズ
全問正解者の中から抽選で、
２名様に贈呈！
全問正解者の中から抽選で、
２名様に贈呈！

ハガキまたはEメールで ①クイズの解答②住所

③氏名④日中に連絡がとれる電話番号⑤誌面の

感想を記入のうえ、応募してください。

■応募締切 １月３１日（金）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１（住所記載不要)

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

応
募
方
法　

第１７５回当選者　清遠文博さん・高橋千恵さん

　　　　　　　　  （応募総数３８通）

第１７６回の解答 A．４　B．バイト

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品

Ａ.  ｢あんぱん｣ 放送に向けて、１月２３日に実施
　  する ｢●●●●●一斉清掃｣ で、香北町美良
　  布地区を清掃する参加者を募集しています！

Ｂ.  １月１日現在で所有している償却資産があ
　  る会社や個人の方は、１月●●日(金) まで
　  に申告をお願いします。

E

問題A、Bの●●にあてはまる
答えを書いて応募しよう ♪
正解は、今月号の誌面のどこ
かにあります。

※ 応募は１人１通まで

※ 当選者は誌面で発表させて

　 いただきます。

(山田高校マンガ部)

▲ 実行委員長・水町さんの
　 マイクパフォーマンス

E

御在所しいたけ
約５００㌘
御在所しいたけ
約５００㌘
御在所しいたけ
約５００㌘

や
な
せ
た
か
し

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

Ｃ

２０８
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